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角館横断歩道橋の撤去

森林ボランティアの
活動を支援します！

　秋田県では、今年４月から始まった
「秋田県水と緑の森づくり税」を活用し
て、森林環境学習や森林ボランティア活
動への支援を行ってますが、現在、平
成２１年度の取り組みを募集しています
（１０月末日まで）。来年度、こうした取り
組みをしてみたい団体は、仙北地域振
興 局 農 林 部 森 づくり推 進 課
（TEL0187-63-6113）まで問い合わ
せください。
　平成２０年度は、県内で９つの団体が
この制度を活用し活動しています。
■事業主体：森林ボランティア団体
■補助対象経費：
　森づくりに関する経費
■補助率：10/10（但し、上限は１件８５
万円）
　小中学生を主とした森林環境学習へ
の取り組みについても支援します。
　詳細は、秋田県水と緑推進課のホー
ムページをご覧ください。
http://www.pref.akita.lg.jp/mizutomidori/

　国土交通省東北地方整備局秋田河
川国道事務所からのお知らせです。
　国道４６号の仙北市角館町、仙北警
察署前にある横断歩道橋が、老朽化及
び管理上の理由から撤去することになり
ました。工事期間中はご迷惑をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。
■工事期間：
　平成20年11月の予定
■問合せ：
　角館国道維持出張所
　ＴＥＬ（５４）３１８１
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　市では、県からの依頼を受け、使用済み小型家電の回収を始めます。
　小型家電製品には、レアメタルと呼ばれる貴重な金属が含まれています。レア
メタルは、地球上に存在する量が少ないか、精製するのが非常に難しい金属で
す。国内ではほとんど産出されていないため、レアメタルを安定的に確保するに
は、小型家電製品のリサイクルをすすめていく必要があります。
　回収した家電製品は、品目、量、製造年代等のデータの収集・解析を行うこと
により、広域的なレアメタル回収システムの構築に役立てます。
◆回収する使用済み小型家電製品
　大きさの目安は２５cm×１５cm以下（回収ボックスの入口を通過する大きさ）で
比較的最近の使用済み小型家電製品及び付属品。（電卓、デジタルカメラ、携
帯電話、ＭＤ・ＣＤプレイヤー、充電器、接続コード、各種メモリーなど）
　詳しい品目は、回収ボックスに提示しているリストをご覧いだたくか、こでんプロ
ジェクトのホームページ（http://www.coden.jp/）をご覧ください。
◆回収期間　　平成２０年１０月１日～平成２１年３月３１日
◆回収方法
　次の場所に回収ボックスを設置しますので、不要に
なった使用済み小型家電製品を入れてください。
　●設置場所：
　　仙北市役所　田沢湖庁舎、西木庁舎、角館庁舎
　　グランマート角館プラザ店、ワンダモールタカヤナギ、
　　タカヤナギ田沢湖プラザ
　※タカヤナギ、グランマート各店舗は月２回に限定し
　　た回収を予定しています。回収日は各店舗にお
　　問い合わせください。
　　　また、ケーズデンキ、みどり光学社の県内全店
　　舗では、小型家電製品の買いかえ時に不要に
　　なった使用済み小型家電製品を無償で回収します。

◆回収試験に関するお問い合わせ先
　秋田県産業経済労働部　資源エネルギー課　エコタウン班
　TEL:０１８（８６０）２２８３　FAX:０１８（８６０）３８６８
　E-mail:shigenenerugiika@pref.akita.lg.jp

回収ボックス

佐藤義亮生誕１３０年記念事業協賛

第４８回文化講演会（角館図書館後援会主催）第４８回文化講演会（角館図書館後援会主催）第４８回文化講演会（角館図書館後援会主催）
■日　時　　１０月１８日（土）　午後３時開場　午後３時３０分開演
■会　場　　仙北市立角館樺細工伝承館　入場無料

■問合せ　仙北市総合情報センター学習資料館　TEL（４３）３３３３

◆講　師　大村彦次郎（おおむら　ひこじろう）氏
　昭和８年東京生まれ。早稲田大学卒業後、講談社入社。
「小説現代」「群像」編集長を経て、文芸出版部長、文芸
局長、取締役を務める。
　著書に「万太郎松太郎正太郎―東京生まれの文人たち」
「文壇栄華物語」（第１８回新田次郎文学賞）など多数。

―出版社と編集者― １０月１０日は１０月１０日は
児童手当支給日です児童手当支給日です
１０月１０日は

児童手当支給日です
■問合せ先　
　仙北市福祉事務所
　　　　　長寿子育て課
　　　　　ＴＥＬ（４３）２２８０


